
参
加
し
た
中
島
委
員
長
は
、

単
組
の
執
行
委
員
会
に
講
演
の

概
要
を
当
日
の
講
演
資
料
を
も

と
に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
以
下

は
そ
れ
等
を
も
と
に
掲
載
し
ま

し
た
。

熊
谷
氏
は
「
来
春
闘
に
お
け

る
労
働
組
合
の
奮
闘
が
現
在
と

未
来
の
私
た
ち
の
暮
ら
し
と
、

日
本
経
済
の
発
展
と
い
う
点
で

大
き
な
カ
ギ
を
握
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
」
と
述
べ
講
演
を

始
め
ら
れ
ま
し
た
。

一
．
賃
金
は
本
当
に

上
が
っ
て
い
る
の
か

厚
労
省
な
ど
政
府
の
出
し
た

資
料
を
基
に
、
労
働
者
の
賃
金

を
抑
え
て
、
企
業
が
儲
け
を
増

や
し
内
部
留
保
を
蓄
積
し
て
い

る
実
態
を
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し

た
。
（
グ
ラ
フ
等
の
資
料
は
組

合
で
加
工
し
て
い
ま
す
）

(1)
政
府
統
計
に
よ
る

賃
金
実
態
に
関
わ
っ
て

示
さ
れ
た
統
計
資
料
は
、
①

就
労
形
態
別
現
金
給
与
総
額
の

推
移
（
厚
生
労
働
省
「
毎
月
勤

労
統
計
」
・
厚
生
労
働
白
書

「
15
年
版
」
よ
り
）
（
資
料
１

①
）
、
②
大
卒
標
準
労
働
者
の

年
齢
階
層
別
所
定
内
給
与
の
推

移
（
資
料
１
②
）
、
③
金
融
業

に
お
け
る
賃
金
（
所
定
内
給
与
）

の
推
移
（
資
料
１
③
）
、
④
賃

下
げ
・
雇
用
破
壊
で
企
業
は
利

益
と
内
部
留
保
を
拡
大
（
資
料

１
④
）
な
ど
で
す
。

(2)
２
０
１
５
年
版

「
労
働
経
済
白
書
」

（
厚
生
労
働
省
）
の
指
摘

同
白
書
「
第
２
章
経
済
再
生

に
向
け
た
我
が
国
の
課
題
」
の

第
１
章
に
「
デ
フ
レ
下
に
お
け

る
賃
金
の
伸
び
悩
み
と
そ
の
要

因
「
労
働
生
産
性
と
賃
金
の
関

係
」
に
は
以
下
の
通
り
述
べ
ら

れ
て
い
ま
す
。

○
需
要
不
足
が
引
き
起
こ
し
た

デ
フ
レ
経
済

足
下
の
経
済
は
緩
や
か
な
回

復
基
調
に
あ
る
が
、
バ
ブ
ル
崩

壊
以
降
の
我
が
国
の
経
済
が
抱

え
る
最
大
の
課
題
の
一
つ
で
あ

る
デ
フ
レ
か
ら
脱
却
す
る
ま
で

に
は
至
っ
て
い
な
い
。

80
年
代
に
お
い
て
は
、
経
済

の
総
需
要
と
総
供
給
が
と
も
に

高
ま
っ
て
い
た
。
一
方
、
バ
ブ

ル
崩
壊
後
、
98
年
以
降
で
は
、

経
済
の
総
需
要
が
減
退
、
今
回

の
景
気
回
復
過
程
に
お
い
て
も

い
ま
だ
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
需
給
）
ギ
ャ
ッ

プ
は
埋
ま
っ
て
お
ら
ず
、
我
が

国
経
済
は
引
き
続
き
供
給
過
剰
・

需
要
不
足
の
局
面
に
あ
る
。

○
労
働
生
産
性
は
上
昇
す
る
も
、

賃
金
面
へ
の
配
分
は
不
十
分

労
働
生
産
性
は
労
働
者
一
人

（
ま
た
は
時
間
当
た
り
）
が
生

み
出
す
付
加
価
値
を
意
味
す
る

が
、
労
働
生
産
性
の
上
昇
は
賃

金
上
昇
と
密
接
な
結
び
つ
き
を

持
つ
。

ユ
ー
ロ
圏
及
び
米
国
で
は
実

質
労
働
生
産
性
が
上
昇
す
る
局

面
に
お
い
て
は
、
実
質
賃
金
も

上
昇
を
続
け
て
い
る
。
一
方
、

我
が
国
に
お
い
て
は
、
実
質
労

働
生
産
性
は
継
続
的
に
上
昇
し

て
お
り
、
そ
の
伸
び
も
ユ
ー
ロ

圈
と
遜
色
な
い
と
い
え
る
が
、

実
質
賃
金
の
伸
び
は
そ
れ
に
追

い
つ
い
て
い
な
い
状
況
が
見
ら

れ
、
両
者
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
ユ
ー

ロ
圈
や
米
国
よ
り
も
大
き
い
。

業
種
別
に
み
る
と
、
全
産
業
、

製
造
業
、
非
製
造
業
と
も
に
生

産
性
と
賃
金
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
見

ら
れ
る
が
製
造
業
が
特
に
大
き

い
。

（
次
ペ
ー
ジ
囲
み
へ
）
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全
国
金
融
労
働
組
合
連
合
会
（
金
融
労
連
）
は
、
11
月
14
日
・

15
日
の
両
日
、
静
岡
県
熱
海
市
に
お
い
て
第
10
回
春
闘
討
論
集
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
第
１
日
目
に
労
働
運
動
総
合
研
究
所
代
表
理

事
（
全
労
連
元
議
長
）
の
熊
谷
金
道
氏
が
「
２
０
１
６
年
春
闘
に

向
け
て
の
情
勢
と
展
望
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

討
論
集
会
に
は
、
各
単
組
の
役
員
な
ど
35
名
が
参
加
し
、
当
単

組
か
ら
は
中
島
委
員
長
（
金
融
労
連
委
員
長
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

な
お
、
講
演
の
後
、
田
畑
書
記
長
か
ら
問
題
提
起
「
２
０
１
６

年
春
闘
方
針
素
案
」
が
報
告
さ
れ
、
翌
日
の
午
前
中
ま
で
分
散
会

討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

資料１①

単位：万円

資料１②

厚生労働省「毎月勤労統計」・厚生労働白書「15年版」より

資料１③

資料１④

％

来春闘の奮闘が暮らしと日本経済発展のカギ
金融労連第１０回春闘討論集会（11/14～11/15）



11
月
28
日
、
草
津
市
に
お
い

て
２
０
１
５
「
滋
賀
・
九
条
の
会
」

学
習
・
交
流
集
会
が
開
催
さ
れ
中

島
委
員
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

第
１
部
の
学
習
会
で
は
関
西
勤

労
者
学
習
教
育
協
会
の
中
田
進
氏

が
「
日
米
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
戦
争
法
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
部
の
交
流
集
会
で
は
「
5

～
9
月
期
の
滋
賀
・
九
条
の
会
の

取
り
組
み
と
こ
れ
か
ら
の
活
動
」

「
戦
争
法
案
反
対
の
活
動
の
過
去

と
現
在
、
そ
し
て
戦
争
展
」「
ア

ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
ヘ
の
旅
」
の
３
つ

の
報
告
と
参
加
者
か
ら
の
自
由
報

告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
集
会
で
は
次
の

「
行
動
提
起
」
が
さ
れ
ま
し
た
。

(1)
来
年
の
４
月
末
ま
で
に
対
話

を
進
め
、
一
人

10
筆
の
署
名
を

集
め
ま
し
ょ
う
（
滋
賀
・
九
条
の

会
で
３
千
筆
を
目
指
す
）

(2)
毎
月
の
19
日
の
街
宣
行
動

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

(3)
新
た
な
署
名
運
動
の
担
い
手

を
獲
得
し
ま
し
ょ
う

参
加
し
た
中
島
さ
ん
か
ら
「
講

演
を
聞
い
て
改
め
て
憲
法
9
条
を

守
る
こ
と
、
戦
争
法
を
廃
案
に
す

る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
滋
賀
9
条
の
会
の
活
動
報

告
や
、
各
地
域
や
団
体
を
基
礎
に

作
ら
れ
た
9
条
の
会
の
報
告
を
聞

い
て
、
金
融
労
連
に
も
９
条
の
会

を
作
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
」
と

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
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資
本
金
別
に
み
る
と
企
業
規
模
が
大
き
い

ほ
ど
一
人
当
た
り
労
働
生
産
性
と
一
人
当
た

り
賃
金
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
近
年
特
に
大
き
く
な
っ

て
い
る
。

(3)
春
闘
の
現
状

講
演
で
は
３
点
40
項
目
に
及
ぶ
資
料
が
出

さ
れ
ま
し
た
が
左
の
数
値
の
み
グ
ラ
フ
化
し

掲
載
致
し
ま
し
た
。

二
．
春
闘
の
原
点
を

歴
史
的
に
ふ
り
か
え
る

(1)
春
闘
の
生
い
立
ち

①
１
９
４
８
年
に
賃
金
交
渉
な
ど
労
使
関

係
に
経
営
側
と
し
て
労
使
関
係
に
足
並
み
を

そ
ろ
え
た
対
応
を
行
う
た
め
日
本
経
営
者
団

体
連
盟
（
日
経
連
）
が
「
経
営
者
よ
、
正
し

く
強
か
れ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
発
足
。

（
02
年
に
経
団
連
と
統
合
）

②
こ
う
し
た
経
営
側
の
結
束
に
抗
し
て
賃

金
闘
争
を
進
め
る
た
め
、
55
年
に
当
時
の
炭

労
、
私
鉄
総
連
、
合
化
労
連
、
電
産
、
紙
パ

労
連
、
全
国
金
属
、
化
学
同
盟
、
電
機
労
連

の
８
単
産
に
よ
る
賃
金
共
闘
（
８
単
産
共
闘
）

が
で
き
あ
が
り
、
翌
年
か
ら
総
評
規
模
で
の

賃
金
闘
争
が
春
闘
と
し
て
開
始
さ
れ
る
。
70

年
代
に
は
官
公
労
を
含
む
春
闘
に
73
年
の
年

金
ス
ト
な
ど
を
契
機
に
「
国
民
春
闘
」
と
い

わ
れ
る
よ
う
に
。

③
70
年
代
前
半
の
狂
乱
イ
ン
フ
レ
時
の
大

幅
賃
上
げ
に
日
経
連
が
本
格
的
に
反
撃
開
始

「
大
幅
賃
上
げ
の
行
方
検
討
委
員
会
」
（
74

年
）
、
こ
れ
に
呼
応
し
た
鉄
鋼
労
連
が
「
経

済
整
合
性
論
」
の
名
に
よ
る
自
粛
路
線
を
う

ち
だ
し
て
以
降
、
労
使
協
調
の
大
企
業
労
組

が
春
闘
の
主
導
権
を
握
り
、
労
働
戦
線
の
右

翼
再
編
、
連
合
の
発
足
へ
。

(2)
春
闘
の
特
徴

諸
外
国
に
例
を
み
な
い
闘
争
方
式

①
春
（
3
～
4
月
）
と
い
う
特
定
の
時
期

に
足
並
み
を
そ
ろ
え
て

②
企
業
別
労
働
組
合
の
企
業
主
義
的
な
弱

点
克
服
の
た
め
、
産
業
別
組
織
へ
の
結
集
を

基
本
に
産
業
の
枠
を
超
え
た
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ

ン
タ
ー
規
模
で
の
全
国
統
一
行
動
を
背
景
に
、

経
営
側
の
結
束
し
た
賃
金
抑
制
攻
撃
を
打
ち

破
る
た
た
か
い
で
あ
り
、

③
春
闘
発
足
当
初
か
ら
、
労
働
者
固
有
の

要
求
だ
け
で
な
く
、
そ
の
時
々
の
国
民
的
な

課
題
を
も
掲
げ
て
労
働
組
合
の
組
織
力
を
発

揮
す
る
た
た
か
い
。

三
．
賃
金
闘
争
強
化
の

今
日
的
重
要
性

(1)
賃
金
闘
争
の
強
化
は

①
組
合
員
の
み
な
ら
ず
職
場
の
広
範
な
労

働
者
の
生
活
改
善
へ
の
最
も
切
実
な
要
求
実

現
を
め
ざ
す
た
た
か
い
（
労
働
組
合
へ
の
最

も
期
待
の
高
い
課
題
）
で
、

②
労
働
組
合
の
団
結
強
化
・
組
職
の
活
性

化
に
つ
な
が
り
、

③
社
会
的
に
も
最
賃
の
引
き
上
げ
や
社
会

的
給
付
改
善
に
も
波
及
す
る
だ
け
で
な
く
、

デ
フ
レ
脱
却
と
持
続
可
能
な
日
本
経
済
に
と
っ

て
不
可
欠
な
闘
争
課
題

(2)
組
織
労
働
者
の
賃
上
げ
は

①
職
場
の
正
規
・
非
正
規
を
問
わ
ず
未
組

織
の
労
働
者
の
賃
上
げ
に
も
間
接
的
に
つ
な

が
り
、

②
労
働
組
合
の
重
要
性
を
未
組
織
労
働
者

に
明
ら
か
に
す
る
う
え
で
も
重
要

(3)
賃
金
・
労
働
条
件
改
善
の
経
済
闘
争
を

徹
底
的
に
強
化
す
る
こ
と
は
、
労
働
者
の
政

治
的
自
覚
を
高
め
、
政
治
的
・
社
会
的
課
題

で
の
運
動
を
前
進
さ
せ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る

四
．
２
０
１
６
年
春
闘
を

と
り
ま
く
情
勢

(1)
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
「
3
本
の
矢
」
の
欺
瞞

が
白
日
の
下
に

「
世
界
で
一
番
企
業
が
活
躍
し
や
す
い
国
」
？

(2)
第
ニ
ス
テ
ー
ジ
「
新
３
本
の
矢
」
は
国

民
へ
の
「
目
く
ら
ま
し
」

「
１
億
総
活
躍
社
会
」

①
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
６
０
０
兆
円

の
達
成
、

②
希
望
出
生
率
１
．
８
の
実
現

③
介
護
離
職
ゼ
ロ

(3)
安
倍
政
治
Ｎ
Ｏ
!
「
労
働
者
・
国
民
が

暮
ら
し
や
す
い
国
」
へ

五
．
２
０
１
６
年
春
闘
を

前
進
さ
せ
る
た
め
に

(1)
基
本
的
な
闘
争
課
題

①
仲
間
た
ち
の
切
実
な
要
求
を
前
進
さ
せ

る
労
使
関
係
で
の
賃
金
闘
争
の
強
化

②
地
域
の
広
範
な
労
働
者
の
賃
金
引
上
げ

を
め
ざ
す
社
会
的
な
賃
金
闘
争
の
重
視

③
企
業
利
益
至
上
主
義
で
「
戦
争
す
る
国
」

め
ざ
す
安
倍
政
治
Ｎ
Ｏ
！
の
共
同
前
進

(2)
賃
金
闘
争
の
前
進
の
た
め
に

①
職
場
か
ら
本
気
で
本
音
の
要
求
の
練
り

上
げ
・
・
・
生
計
費
原
則
、
す
べ
て
の
労
働

者
視
野
に

②
す
べ
て
の
職
場
か
ら
経
営
者
宛
に
要
求

提
出
を

③

ス
ト
ラ
イ
キ
権
の
確
立
で
迫
力
あ
る

団
体
交
渉
の
強
化

ス
ト
ラ
イ
キ
の
二
つ
の
効
用
、
企
業
に
対

す
る
経
済
的
打
撃
、
労
組
の
団
結
力
の
誇
示

④
産
別
結
集
と
全
国
統
一
行
動
の
重
視

⑤
職
場
の
力
関
係
に
も
影
響
を
与
え
る
地

域
春
闘
へ
の
結
集

(3)
戦
争
法
廃
止
へ
継
続
発
展
し
て
い
る
国

民
的
共
同
で
安
倍
政
治
に
終
止
符
を

(4)
世
界
の
流
れ
に
も
目
を
向
け
て

行
員
の
平
均

賃
上
げ
要
求
は

１
０
８
９
６
円

パ
ー
ト
の
引
上
げ
要
求
は

時
給
１
１
０
円

組
合
が
11
月
下
旬
か
ら
取
り

組
ん
だ
「
職
場
と
生
活
ア
ン
ケ
ー

ト
」
と
「
非
正
規
で
働
く
仲
間

の
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

昼
休
み
「
き
ち
ん
と
と
れ

る
」
は
３
分
の
１


